
鹿嶋市商工会 ～共に前へ！明日への一歩～

令和７年５月発行

（令和６年度版）

令和６年度ダイジェスト版

会員数	1,336社
加入率	 58.3％

【2024 かしま商工夏イベント】

トリックアート　第４弾　わくわくどきどき×不思議な浮世絵 in 鹿嶋

仲町通り商店会歩行者天国 青年部マルシェ

クレーン展望台 恐竜ライド

令和６年８月２日～４日

令和６年８月３日 令和６年８月４日

令和６年８月３日～４日 令和６年８月２日～４日

　第４回目の開催を数え、すっかりお馴染みとなった今回の「トリックアート展」では、“わ
くわくどきどき×不思議な浮世絵”をテーマに、日本の伝統芸術である浮世絵と、胸躍る
ようなシーンを融合させた不思議なアート作品の数々で、訪れた人びとにまるで絵の中に
入り込んだような、驚きと笑顔あふれる不思議体験を提供した。
　会場では、セルフでの写真撮影が可能となっており、非日常的な撮影ができるスポット
としてSNSでも多くの方に拡散され話題となった。物語の登場人物になりきり思い思い
のポーズで記念撮影を楽しむ微笑ましい姿が見られ、老若男女問わず楽しめる空間を提供
することで、「かしま商工夏イベント」の目玉として地域の話題作りと賑わい創出に大きく
貢献した。

まちを見渡す非日常体験が
子どもたちに大好評！

　商工会工業建設業部会の安心・
安全な運営体制のもと、会場に設
置されたのは高さ約 20メートル
の特設クレーン。鹿嶋の街並みを
一望できる特別な展望台として、
普段の生活では決して体験するこ
とのできない絶景を提供した。家
族連れなどに人気のコンテンツで、
体験者は興奮の歓声を上げながら
我がまちの眺望を楽しんだ。

　商工会青年部が主体となり仲町通りを歩行者
天国として開放、屋台や縁日コーナーが並び沿
道は夏祭りムードに包まれた。会場ではダンスパ
フォーマンスが道行く人を楽しませるなど、訪れ
た家族連れや観光客に対し憩いのひと時を提供
し、地域の魅力と笑顔が溢れる空間を創出した。
　青年部マルシェでは地元の若手事業者が、そ
れぞれの個性あふれる商品・サービスの提供や
ＰＲ活動を積極的に行った。お客様との直接的
な交流を通じて、参加者にとって“商売の本当
の魅力”を体験できる貴重な場となった。地域
の次世代を担う青年部員たちの取り組みに対
し、来場者からも応援の声をいただくなど多く
の期待と反響が寄せられた。

動く恐竜に乗って、
時代を超える冒険気分！

　イベント期間中、会場内に現れた
のは迫力満点の“動く恐竜”。会場
へ訪れた子どもたちは本物さなが
らの恐竜にまたがり、太古の時代の
冒険気分を楽しんだ。小さな子には
特に大人気で、行列ができるほどの
盛況ぶり。我が子の雄姿を撮影し
ようとカメラを片手に見守る親御さ
んや、恐竜のあまりの迫力に立ちす
くむ子などの微笑ましいシーンも。
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【主な商工会事業】

【講習会・セミナー】

通常総代会

簿記講習会

インスタグラム活用セミナー Web セミナー

賀詞交歓会

令和６年５月 28 日

令和６年８月 27 日～11月１日

令和６年９月17 日～10 月16 日

令和７年１月９日

　令和６年度の通常総代会が厳かに執り行われ、提出された各議案が滞りなく可決承認され
た。また、任期満了に伴う役員の改選が行われ、鹿嶋市商工会の新たなリーダーとして笹本
会長、飛田副会長、水野副会長をはじめとした新役員が選任された。笹本会長は新役員を代
表する挨拶の中で、前役員方々の功績に対し感謝を述べるとともに、地域経済の更なる活性
化を抱負として掲げた。参集した総代からは大きな拍手で迎えられ、新体制下での鹿嶋市商
工会の新たな門出となった。

　恒例事業となった市、商工会、法人会が合同で主催する賀詞交歓会が盛大に行われ、今回
はコロナ禍以来４年ぶりとなる会食形式での開催となった。会場は参加者同士が新年を祝い
談笑する声で溢れ、より一層深い交流の場としての活気が蘇り、来賓各位からは新年の挨拶
とともに地域の事業者に対する激励の言葉が贈られた。終始和やかな雰囲気で行われた賀詞
交歓会は、地域経済の発展と連携強化を誓う晴れやかな新年の幕開けとなった。

　コロナ禍でオンライン開催となっていた簿
記講習会を、感染症リスクの軽減を受けて今
年は対面形式で実施。講師との直接対話がで
きる環境が整い、学習効果も高まったとの声
が多く寄せられた。講習では帳簿の記帳から
決算書の基本まで、経営に直結する実践的な
内容を丁寧に指導。とくに創業間もない事業
者や経理担当者から好評を博し、今後の業務
に直結するスキルアップの場として、大変有
意義な講座となった。

　全５回開催のうち２回を商工会員で
ある映像関連事業者の協力のもと行
われた本セミナー。「スマホで撮れる
魅力的な写真の撮影テクニック」や
「SNS（インスタグラム）向け動画の
作り方」をテーマに、情報発信のため
の実践的な内容を学んだ。参加者から
は「すぐに使える」と喜びの声があり、
地域事業者自らが行う情報発信力の強
化につながった。

　時間や場所を問わずに学べるWeb
セミナーは受講がしやすく、本年は参
加回数が延1,900回を超え、前年の
1,500回と比較して大幅に増加した。
多様なテーマを扱い、経営知識を効率
的に吸収できるセミナーとして、参加
した地域事業者からは高い評価を得て
いる。今後も“必要なときに、必要な
学びを”届けるツールとして引き続き
開催を予定。



令和６年度ダイジェスト版
【にぎわい創出事業】

第 31 回鹿嶋まつり

月刊商工会 12 月号　掲載

令和６年10 月５日～10 月６日

　第31回目となる「鹿嶋まつり」が開催され、市内外より多くの来場者が訪れ、イベント当日の会場は
賑わいと活気に包まれた。今回はメインステージを会場内から「水のひろば」へと移設したことにより、
広い会場スペースが確保され来場者の回遊性や利便性が向上した。
　商工会は出展ブースの運営・管理を担い、インスタグラムの商工会公式アカウントを活用したPR活動を積極的に行った。出店内
容やおすすめ情報などを事前に、またはリアルタイムに発信することで、より効率的な情報提供や集客が可能となった。

　全国商工会連合会が発行する「月刊商工会	12月号	地域を訪ねて」の紙面において、
当鹿嶋市が記事として取り上げられた。地域密着型のブランド作りや地元経済の活性
化に関する活動が全国に発信されたことが大きな話題となった。なかでも地元名産の
「鹿島だこ」は鹿島灘の「荒波に揉まれて育った肉厚でしっかりとした歯ごたえが特
徴の逸品」として紹介され注目を集めた。他に地域イベントや、SNSを活用した情
報発信など、時代の変化に対応した柔軟な取組みが紹介された。全国の商工会員に向
けて鹿嶋市商工会の活動が大きく取り上げられたことにより注目度が高まり、地域ブ
ランド力向上の良い機会となった。
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【青年部活動】 【女性部活動】

青年部全国大会（大阪） 足から健康セミナー

ダンスフェスタ in KASHIMA
クラフトバンドセミナー

令和６年11月27日～28日 令和６年12 月11日

令和６年10月６日
令和７年２月４日
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　大阪府「パナソニックスタジアム吹田」で開催され
た商工会青年部全国大会に、相互研鑽と親睦交流を兼
ね部員18名で参加した。大会では各ブロックの代表
がテーマに沿ってそれぞれの主張を発表する「青年の
主張発表会」が行われるほか、模範的な青年部活動に
対する「全国顕彰」が行われ、当青年部からも山町浩
信氏がその活動を評価され称えられた。

　部員の健康づくりを応援する目的で「足から健康セ
ミナー」を実施。接骨院を経営する青年部員を講師に
招き、足の仕組みや正しい姿勢、歩き方のコツなど、
実際に体を動かす参加型の講座を開催。毎日の生活に
すぐにでも取り入れられる内容で、参加者からも「早
速明日から実践したい」と意欲の声も上がった。

　「鹿嶋まつり」のメインステージで行われる「ダンス
フェスタ	in	KASHIMA」を青年部が運営。地元キッズ
チームや一般グループ計20組による圧巻のダンスパ
フォーマンスで来場者を魅了した。さらに今年はあの
「電撃ネットワーク」が登場。過激な芸による笑いと感
動のステージで会場をさらに盛り上げた。運営に参加
した青年部員には、イベントを通して体験した苦労や
仲間と得られた達成感が、今後の自身の商売や事業へ
の大きな励みとなった。

令 和 ６ 年 度 収 支 決 算 書
（令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで）

　クラフトバンド教室を経営する新入部員が講師を担
当した本セミナー。参加者それぞれが、紙バンドを材
料にした手作りの実用的なアイテム作成に挑戦。丁寧
なレクチャーのもと、初心者でも安心して作成できる
ようサポートを徹底。参加者が互いに教え合う協力の
輪も広がった。作品を完成させた達成感と協力し合う
仲間との一体感が、女性部ならではの“つながり”を
さらに深めるきっかけとなった。

収 入 の 部 支 出 の 部

県補助金等 36,866 29.3% 職員設置費等事業費 49,532 39.4%

市 補 助 金 15,000 11.9% リーディング事業費 8,728 6.9%

国 補 助 金 363 0.3% 地域総合振興事業費等 18,198 14.5%

会 費 18,619 14.8% 受 託 事 業 費 363 0.3%

手 数 料 他 10,619 8.5% 管 理 費 27,274 21.7%

受 託 料 34,470 27.5% 資 産 取 得 支 出 費 11,453 9.2%

前期繰越金 9,720 7.7% 次 期 繰 越 金 10,109 8.0%

合　計 125,657 100.0% 合　計 125,657 100.0%

金額（千円）

県補助金等29.3%

市補助金11.9%

国補助金0.3%

会費14.8%

前期繰越金7.7%

受託料27.5%

手数料他8.5%

収入の部

職員設置費等事業費
39.4%

リーディング事業費
6.9%

地域総合振興事業費等 14.5%受託事業費 0.3%

次期繰越金 8.0%

資産取得支出等
9.2%

管理費 21.7%

支出の部


